
加
古
、
奥
田
、
高
山
の
四
人
と
森
屋
め
ぐ
み
さ
ん

と
清
水
あ
か
ね
さ
ん
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
夏
に

第
一
歌
集
『
月
を
食
う
』（
角
川
書
店
）
を
出
さ
れ

た
佐
佐
木
定
綱
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
途
中
か
ら
佐
佐
木
頼
綱
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る

予
定
で
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
佐
佐
木
朋
子
さ
ん

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
年
表
は
谷
岡
亜
紀

さ
ん
、
大
口
玲
子
さ
ん
作
成
の
も
の
（『
佐
佐
木

幸
綱
の
世
界
』
第
一
六
巻
所
収
）
を
使
い
ま
す
。

テ
ー
プ
起
こ
し
は
吉
田
瞳
さ
ん
で
す
。

　
今
回
か
ら
、
先
生
の
交
遊
録
を
語
っ
て
い
た
だ

く
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
こ
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
綱
　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ
う
と
い
う
案
は
、

十
二
月
の
東
京
歌
会
に
加
賀
乙
彦
さ
ん
が
参
加
し

て
く
れ
た
こ
と
か
ら
思
い
つ
い
た
わ
け
で
す
。
加

▽
「
東
京
歌
会
」
に
見
え
た
加
賀
乙
彦
さ
ん

高
山
　
今
年
も
年
末
恒
例
の
ほ
ろ
酔
い
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
始
め
ま
す
。
今
回
は
佐
佐
木
先
生
の
第

十
七
歌
集
『
テ
オ
が
来
た
日
』（
二
〇
二
一
年
一
月

刊
）
の
出
版
記
念
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。

　
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
去
年
と
同
じ
く
、
黒
岩
、

ほ
ろ
酔
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〈
第
17
回
〉

●
佐
佐
木
幸
綱
交
遊
録
●

佐
佐
木
幸
綱
＋
高
山
邦
男
・
黒
岩
剛
仁
・
加
古
陽
・
奥
田
亡
羊
・
森
屋
め
ぐ
み
・
清
水
あ
か
ね

＋
佐
佐
木
頼
綱
・
定
綱

加
賀
乙
彦
、開
高
健
、深
沢
七
郎
、横
山
大
観
、谷
崎
潤
一
郎
、川
田
順
、信
綱

／
短
歌
入
門
書
を
執
筆
、石
川
一
成
、『
旅
の
歌
』の
執
筆
、日
航
機
墜
落
事
故
、頼
綱・定
綱
兄
弟
な
ど

２
０
１
９
・
12
・
28
　
於
・
佐
佐
木
邸
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